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根岸　 平 成 2 4 年 度 版 N E W 

CROWN の構成は，旧版から大き

く変わりました。その 1 つに，リー

ディングが「USE Read」として独

立したことが挙げられます。

　 今 回 の 改 訂 に あたり，NEW 

CROWN 編集委員会では「教科書

本文とは何か」という議論をしまし

た。これまで教科書本文は，教科

書の中の重要な位置を占めてきま

した。たとえば，NEW CROWN

の初版（昭和 53 年度版）は 9 割が

本文です。また，本文は，文法の

導入・音読・和訳・会話練習・内

容理解などいろいろなことに使わ

れ て き ま し た。 さ ら に NEW 

CROWN は題材を重視した教科

書なので，人間教育の面も含めて

本文がすべてを担っていたという

側面があります。導入時のオーラ

ルイントロダクションの活動など

は，まさにそういった教科書本文

ゆえの指導法だったと思います。

しかし，オーラルイントロダクショ

ンのような指導では，自分で読ま

なくても内容が理解できてしまう，

という実態がありました。

　高校入試や現実の生活を考える

と，学習者はいずれひとりで英語

を読む場面に直面します。授業中

に，補助がある状態で読めたよう

な気持ちになっていても，実際は

読めていないのかもしれないので

す。そういったことから，「読む」

ことに特化した活動を入れよう，

ということで USE Read が導入

されました。

　しかし，「Read」を独立させた

ことで，中学校ではあまりされて

こなかったであろう訳読（英文和

訳）指導が増えるなど，新たに出

てきた問題もあります。この座談

会では，中学校におけるリーディ

ング指導とはどのようなものなの

か，また，USE Read を使って

どのように指導していったらよい

かを考えていきたいと思います。
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中 学 校 に お け る『 読 み 』の 授 業 と は

USE Read を使った授業実践の紹介

根岸　それでは，USE Read を

使って実際にはどのような授業を

されているのかを，まずはうかが

いたいと思います。

目標別の授業展開（2年L5，3年L6）

谷口　USE Read の授業展開は，

そのときの達成目標や生徒の発達

段階に合わせて変えているので，

レッスンによって違います。たと

えば 2 年 L5“My Dream”の USE 

Read はスピーチ原稿なので，ゴー

ルはスピーチの発表にします。2

年の 3 学期にきちんとしたスピー

チをさせたいので，前段階として

この時期にしっかりとしたスピー

チの骨子を押さえておきます。

　まずは，どう理解させるか，と

いうところからスタートします。1

時間目は，ALT や日本人教師が，

登場人物になりきってスピーチ発

表をします。内容は，教科書の内

容をパラフレーズしたものです。

分量は特に気にしませんが，新語

はなるべく使わないようにします。

その際，大まかなアウトラインを

とらえるようなシンプルなタスク

（「私の夢は何ですか」など）を与え

ておいて，聞かせたあとに答えを

確認します。その後，読まないと

理解できないと思われる部分を問

題（リーディングタスク）にして，

教科書の本文を読ませ，答えさせ

ていきます。Q&A を 2 回するこ
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　 特 集  座談会
中学校における『読み』の授業とは

とで，徐々に理解を深めさせるイ

メージです。USE Read の突き

詰めていくと難しいところ，たとえ

ば，第 3 パラグラフの these はな

ぜ these か，new ones はなぜ

them ではないのか，などは，ど

の辺まで理解させるか，英語科で

議論しました。

　次は，新語の音と意味を一致さ

せるために音声化していきます。

in conclusion, worth doing な

どはイディオム化して押さえます。

また，必要があれば文単位で導入

していきます。それが終わると，

本文を短くしたサマリーの音読を

します。L5 はスピーチ原稿なの

で，大事なところを強調して読む

こと（声量，ポーズを置く場所）を

自分なりの理由をしっかりもって

意識させながら音読させていきま

す。音読は　①音声化できるか，

②強調して読めるか，③伝わる音

読ができるか，というところにポ

イントを置いています。

　2 時間目はオーラルイントロダク

ションから始めます。 “What is 

her dream?”などと聞きながら，

子どもたちの答えがサマリーに近

づくようにしていきます。その後，

ピクチャーカードで内容確認をし，

フラッシュカードで単語練習をし

て，もう一度音読練習をします。

その際，ポーズや強調させるとこ

ろ，キーセンテンスなどを考えさ

せ，印をつけさせて，スピーチ音

読に向けての指導をしていきます。

　また，このレッスンに関しては，

パラグラフ構成も考えさせます。

各パラグラフの役割を考え，タイ

トルを付けさせたり，必要に応じ

てチャンキングをしたり，キーセ

ンテンスを見つけさせたりして，

どういう構成になっているか，考

えさせます。最後に次のスピーチ

の活動に少し触れて終わりです。

根岸　レッスンによって授業展開

が違うとおっしゃいましたが，2

年 L5 と対照的なレッスンがあれ

ばご紹介ください。

谷口　3 年 L6  “ I  H a v e  a 

Dream”は対照的です。

　まず，新語を導入するところか

ら始めます。これは絵や別の短い

読みものを作ったりして覚えさせ，

線つなぎのタスクなどを与えます。

活動が 5 分を超えると生徒が飽き

るので，いかに短い時間でたくさ

んの単語を導入できるかが勝負で

す。単語のチェックをしたあと，

本文を最初から最後までひととお

り読ませます。机間指導をして，

読むのが難しいと感じている生徒

には，難しい単語にルビを振った

補助プリントを渡します。

　読ませるときには問題を解かせ

るようにし，ここで大まかな意味

をとらせます。その後の解説で，

難しい単語は取り出して指導しま

す。

　次に，p.73のPost-Reading（要

約）をさせます。大変内容の濃い

文でしたが，子どもたちはほとん

ど理解できたので，その後この要

約文の音読をさせました。

　ここでいったん USE Read か

ら離れて，キング牧師の人となり

を平易な英文で紹介します。暗殺

されたこと，また暗殺前日にそれ

を予見するような手記が残されて

いたことなどを知り，生徒はショッ

クを受けていたようでした。また

インターネットでスピーチを聞か

せると，生徒は再び興味をもった

ので，次は鑑賞のリーディングと

して，もう一度 USE Read を読

根 岸  雅 史 《 司 会 》

NEGISHI MASASHI
（東京外国語大学）
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谷口友隆
神奈川県相模原市立由野台中学校教諭。英

語授業研究学会理事。現在，『英語教育』（大

修館書店）にて「英語でニッポンを紹介しよ

う」を連載中。人格形成に役立つ英語教育の

あり方を模索することに力を入れている。

興味のあることは，「アドラー心理学・コー

チング」。

谷口先生の授業プラン
● 2 年 Lesson 5 （2 時間）
-  ALT，日本人教師による「なりき

りスピーチ」→ Q&A でアウトラ
インを確認

-  本文を黙読→タスクで細部の確
認

-  新語・表現・文を音声化して意
味確認

-  音読（大事なところを強調して読
ませる）

----------
- オーラルイントロダクション
- ピクチャーカードで内容確認
- フラッシュカードで単語練習
- スピーチに向けての音読練習
- パラグラフ構成を考えさせる
- 次の活動（スピーチ）への橋渡し

● 3 年 Lesson 6 （3 時間）
-  新語の導入（絵，別の読みもの，

タスク）
- 本文を黙読→問題を解く
- 解説（難しい単語・表現の確認）
----------
- Post-Reading（要約）
- 要約文の音読
- キング牧師の人物紹介
- 黙読（鑑賞のリーディング）
----------
-  ローザ・パークスのことをまと

めさせる
-  キング牧師のスピーチを聞かせ

る
-  キング牧師のスピーチを参考に

音読させる
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ませました。また，先ほどのキン

グ牧師の人物紹介にはローザ・

パークスのことも出てきたのです

が，その部分は空白にしておき，

生徒たちにまとめさせて，グルー

プでシェアさせました。

　その後，キング牧師のスピーチ

のスクリプト（和訳付き）を見なが

ら音声を聞かせました。教科書で

省かれているところも聞かせたあ

と，キング牧師の音声を参考に，ス

ピーチのドラマティックリーディン

グをさせました。生徒は「先生，怒

りがあるから速いんだね」「どうし

てポーズをとっているのかな」など

と，楽しんだりいろいろ考えたりし

ながら取り組んでいました。

根岸　補助プリントを使えば，ス

ローラーナーの生徒も読めますか。

谷口　はい。英語が苦手な生徒た

ちには，英語ができないのではな

く単語がわかっていないこと，語

彙を習得すれば読めるようになる

ことを伝えています。

デジタル教科書を使って（2年L5）

福島　私はデジタル教科書を使っ

て USE Read の指導をしていま

す。区の研究会で，USE Read

は学年で段階的に語数が増えてい

ること，入試は 400 ～ 600 語の

英文を読んで自力で答えなくては

いけないこと，読む力をつけるた

めにこのページがあること，など

を聞いたので，それを生徒にも説

明しました。その後，生徒の意識

も変わってきたように思います。

　2 年 L5 の導入では，まずデジ

タル教科書の動画を見せたあと，

新語をフラッシュカードの機能を

使ってリピートさせます。単語は

書けるようにならなくてもいいの

で，意味を頭の中に残すために見

せています。教師の声でも読む，

日本語→英語の順番にするなど，

2 ～ 3 回バージョンを変えて，頭

に残るようにします。

　次に本文に入ります。まず読む

目的（久美は何になりたいのかを

読んでみよう，など）をはっきりさ

せてから，ピクチャーカードを見

せながら，一度音声を聞かせます。

その後，教科書を開いて，黙読を

させますが，その際，生徒の読む

目標になるように，2 学期からス

トップウォッチを前に表示して

WPM（words per minute）を計

らせるようにしました。生徒には

速く読むことが目的ではないこと，

内容をきちんととることを伝えて

います。生徒のモチベーションも

上がるし，ストップウォッチがど

んどん進むので，全員がしっかり

取り組んでいるように思います。

　読んだあとに In-Reading の答

えをノートに書かせます。得意な

生徒は文で，苦手な生徒は単語だ

けでもいいので，答えられたら褒

めるようにしています。スロー

ラーナーの生徒の扱いが難しいと

言われますが，Q&A の最後にパ

ラグラフ番号が入っているので，

それが助けになっているようです。

また，少し難しい問題については，

黒板に単語数だけ線を引くなどの

ヒントを書き，必要であれば見ら

れるようにしています。

　英語の得意な生徒については，

Check のところまで取り組ませま

す。教科書に鉛筆で線を引いたり

するように指示を出します。

　ほとんどの生徒が終わったとこ

ろで，解説をしながら答え合わせ

をします。デジタル教科書は，ぱっ

と答えが出るので大変便利です。

　ここまでを 1 ～ 2 時間で，集中

して読ませました。私の場合は，

この USE Read からスピーチの

活動にはつなげなかったので，特

に音読はさせませんでした。まず

はとにかく読んで，100% でなく

てもよいので理解できること，In-

Reading の Q に答えられること，

WPM を伸ばしていくことを目指

して指導しました。

　生徒はこの学び方に慣れてきた

ようで，英語が苦手な生徒も Q に

答えられるようになってきてはい

るのですが，どの程度内容理解が

伴っているかわからず，そこが課

題です。内容が理解できたのでは

なく，Q の答え方がわかっただけ

かもしれません。

福島先生の授業プラン
● 2 年 Lesson 5 （1 ～ 2 時間）
 - 関連動画を見せる
 -  単語の導入（フラッシュカー

ド，パターンを変えて）
 -  ピクチャーカードを見せて

音声を聞かせる
 - 黙読（WPM を計らせる）
 -  In-Reading（Q&A）

（ - Check）
 - 答え合わせ・解説

P R O F I L E

福島美記子
東京都板橋区立高島第三中学校教諭。平成

21，22 年度東京教師道場部員。生徒同士

の学び合いがある授業づくりに力を入れて

いる。また，デジタル教科書を取り入れた

授業にも取り組んでいる。興味のあること

は，生徒の正しい力をはかるテスト作成。
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　 特 集  座談会
中学校における『読み』の授業とは

谷口　単語をフラッシュカードで

導入する意図を教えてください。

また，新語の中には such など大

事な語もあると思いますが，その

ケアはどうしていますか。

福島　フラッシュカードでの導入

ですが，カードには本文で使われ

ている意味が書いてあるので，そ

れをフラッシュさせて頭に残し，

読む手立てにしています。また，

大事な単語については，ほかで出

てきたときに辞書を引かせたりし

ています。単語については，そこ

でこだわってつまずいている生徒

はあまりいないようです。入試や

英検でもわからない単語は出てく

るので，USE Read のページは

わからない単語があっても内容を

読み取ることを目標にしています。

根岸　単語に関していうと，どう

導入するか，読むときにどう生徒

にわからせるかなど，課題がいろ

いろですね。フラッシュカードは，

意味が消えてしまいますが，その

あたりはどうでしょうか。

福島　そうですね。確かに，意味

が消えてしまうのは気になるとこ

ろではあります。机間巡視をして

いると，単語を聞いてくる生徒も

いるし，辞書や巻末の単語の意味

を見ている生徒もいるので，重ね

て指導する必要性を感じています。

谷口　この本文の押さえはどこか

でするのでしょうか。

福島　In-Reading の Q&A は 重

要なところを聞いているので，そ

れに答えながら確認していきます。

たとえば，L6 “Uluru”の Q&A に

答えるときは， Anangu を理解す

るために重要な本文の箇所や写真

を抜き出して説明しました。

根岸　スピードを意識させる指導

は，訳読とは対照的な指導法です。

また，何度も読むことは大切です

ね。USE Read のページの右上

にリーディングのマークがあるの

で，何回か読むたびにそこに秒数

を書かせると，だんだん速くなっ

ているのがわかります。宿題など

で取り組ませると，読めていると

いう実感も出るかもしれません。

福島　3 学期になったら，これまで

学んだ USE Read を全部読み直

させるとよいかもしれないですね。

内容理解を促す読み方（1年L7）

髙島　今年，他社版から変わりま

した。担当は 1 年生なので，担当

する生徒たちは抵抗なく使ってい

ますが，教員は大幅に違うタイプ

の教科書に戸惑っていることが多

いように思います。GET が短く，

Read が長いので，その扱いをど

うするか，ということは話題になっ

ています。

　 現 時 点（10 月）で は , USE 

Read のあるレッスンにはまだ

入っていないので，USE Read

のある L7 の授業案を考えました。

USE Read はまとまっている文

章なので，GET とは指導の目的を

変えて，長い文を速く読むコツを

教えたり，内容を深く味わわせた

りしたいと思っています。

　まず，オーラルイントロダクショ

ンをしますが，本文に書かれてい

る情報は話しません。話してしま

うと読む前に内容がわかってしま

うからです。なので，京谷選手の

経歴や，以前京谷選手のチームと

交流させていただいたときの実際

のエピソードなどを話そうと思っ

ています。　　　

　L7 は，すでに GET で単語や背

景知識がほとんど入っており，新

語も音で聞けばわかるようなもの

なので，単語の導入をあえてせず

一気に読ませます。

　読ませるとき，Q を先に提示し

ておきます。まず 1 回目は 1 分間，

2 回目はわからない単語に線を引

かせながら黙読させます。2 回目

の黙読のあと，わからなかった単

語の数を聞きます。このレベルの

文章で未知語が 10 個以上ある生

徒は語彙不足であると思いますの

で，読めるようになるには語彙を

増やすべきだと伝えます。未知語

が少ない生徒には，わからない単

語があっても読めるし，止まらな

いで読み進めることが大切なのだ

と伝えます。そして，3 回目の読

みでは，音声を聞かせながら，目

で文を追って読ませます。

　 そ の 後，In-Reading の Q&A

をします。いきなり口頭で答える

のは難しいので，答えにあたる文

に印をつけさせたあと，口頭で答

えさせます。ただ，In-Reading 

2（3）など，複雑な答えは板書しま

す。

　その後，フラッシュカードで単
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髙島健治
千葉県浦安市立浦安中学校教諭。英語の授

業を通して思いやりの心を育てること，習

熟の差があっても全員が楽しめる授業づく

りに力を入れている。興味のあることは，

生徒が自主的に夢中になって取り組める発

音指導，音（呼び鈴や効果音）を用いたリズ

ミカルな授業。
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語の確認をし，本文を音読します。

　以上が 1 時間目で，ざっと読む

ということを目標にしようと思っ

ています。

　次に 2 時間目は，まとまった文

を読むコツを教えていきます。長

文の読み方は 1 年生から段階的に

取り入れようと思っています。

　長文を読むためには，語彙の量，

主語・動詞がわかること，一文が

長くてもチャンクを意識できるこ

とが大切だと思うので，まず本文

が書かれている別プリントを用意

して，主語と動詞に線を引かせま

す。次に，スラッシュを入れる練

習をさせますが，初めてなのでヒ

ントを出しながら入れ方の指導を

します。そして，Check にあるよ

うな指示語の問題や grammar 

hunt など，文法的なとらえ方をさ

せようと思っています。そのあと，

スラッシュのところで区切りなが

ら，前から意味をとらえて読んで

いくことをさせます。

　2 時間目の最後は，①左ページ

の文章をある程度覚えさせて，ピ

クチャーカードを使って紹介させ

る，② 生 徒 た ち に 左 ペ ー ジ の

Q&A を作らせる，のどちらかにし

ようと考えています。

　入試問題の量を読ませるために

はテクニックの指導も必要ですが，

せっかく Read が充実した内容な

ので，それを味わわせたいという

思いもあります。テクニック半分，

内容を味わわせること半分で授業

を進めていこうと思っています。

福島　疑問文でも主語・動詞に線

を引かせますか。

髙島　L7 では，疑問文は引かせな

いかもしれません。GET だと口語

が多いので，USE Read でこうい

う活動をさせたいと思っています。

和田　パラグラフについての指導

もしますか。

髙島　1 年は段落が短いので，パ

ラグラフリーディングは 2・3 年に

なってからしようと思っています。

根岸　未知語があるまま読ませる

というのは，考え方としておもし

ろいですね。未知語は外国語・母

語を問わず存在するものなので，

知らない単語があるのは当たり前

であることを知らせるのはおもし

ろいと思います。ただ，未知語が

どの程度だとギブアップしないの

か，という問題はあります。以前

に羽鳥博愛先生が 30 語に 1 語と

いう基準を提案されていましたが，

それに当てはめると，L7 で許容で

きる未知語は 3 語ほどになります。

しかし一方で，新語として出てき

ている Japan，shoot などはなじ

みがある単語でもあるので，この

程度ならよいのかもしれませんが，

どうでしょうか。

和田　聞けばわかるけれど，文字

で見ただけではわからない単語も

あるかもしれないですね。少し

言ってあげればわかるようになる，

ということもあると思います。

髙島　そのために，読みの 3 回目

に，音声を聞いて目で追う作業を

入れてみました。

福島　フォニックスなどをきちん

とやっておくと，Read などにも

つながるのかなと思います。

谷口　確かに，文字の音声化は，

トレーニングでできるようになる

ものだと思います。ただ，ある程

度，自分の中でまとめられるくら

いの語彙を確保できて初めて，つ

づりと音がつながる，というとこ

ろはあります。

根岸　そうですね。ルールを導入

するのは，ある程度単語を学んだ

あとがよいと思います。

和訳／スラッシュリーディング

谷口　根岸先生は冒頭で，中学校

で和訳はあまりされてこなかった，

とおっしゃいましたが，「和訳をど

うしているか？」というのは，教員

同士で意外によく出る話題の 1 つ

です。

根岸　私たちは母語を共有してい

るので，訳もうまく使えば効率的

だと思います。問題は和訳を目的

化することや全訳なのではないで

しょうか。先ほどの福島先生の授

業例のように，ポイントだけ訳す

ようなやり方ができればよいのだ

と思います。

谷口　訳は生徒の理解をはかるの

髙島先生の授業プラン
● 1 年 Lesson 7 （2 時間）
-  オーラルイントロダクション
- Q を与えておく
- 黙読①（１分間）
-  黙読②（わからない単語に線

を引きながら）
- 黙読③（音声を聞きながら）
- In-Reading （Q&A）
-  単語の確認（フラッシュカー

ド）
- 音読
----------
- 主語・動詞に線を引かせる
- スラッシュを入れさせる
-  文法的な観点で説明（Check

など）
-  スラッシュの区切りで訳しな

がら読む
- ① Picture Description / 
  ② Q&A 作り
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　 特 集  座談会
中学校における『読み』の授業とは

に手っ取り早いときもあります。

先ほど福島先生もおっしゃってい

ましたが，生徒たちが英語をどれ

だけ理解できているかを Q&A だ

けで判断するのはなかなか難しい

と思います。

和田　理解がはかれないのは，そ

の Q&A が問題なのだと思います。

理解がはかれるようなタスクづく

りを教師側がすればよいのではな

いでしょうか。

谷口　そうですね。ただ，一方で，

文章のメッセージを理解するとい

うだけでなく，英語を構造的に理

解させたいという教師の思いもあ

ります。

和田　GET がそういうページなの

ではないでしょうか。

谷口　そうなのですが，文法自体

に焦点が当たっているような文で

はなく，Read のような流れの中

で英語自体を理解させたいという

ことです。

根岸　メンタリティーとして，「全

部わからないといけない」と思うの

と重複するところがありますね。

先ほどの「Q&A で出たところだけ

わかればいい」と割り切ってよいか

というところと関係してくるで

しょう。現実の読みだと一語一句

すべてわかるということはないの

で，そこをどうとらえるかです。

谷口　中学校の段階では，アウト

プットにもつながるので，しっか

りと英語を理解させたい，と思う

のかもしれません。

根岸　USE Read は読むための

素材といえど，まだ「教科書本文」

としての性格を残しているという

ことが，今日お話をうかがってい

てわかりました。確かに，私たち

は現実生活でも，読んだ文の中か

ら「この一文を使ってみよう」など

と思うことはあります。そういう

ことも考慮して，長い本文のどこ

をとりわけケアしたらよいのか，

を考える必要がありますね。

福島　その 1 時間の授業で完結し

ないといけないと思うと苦しいの

で，3 年間でどれくらいできるよ

うになるかというふうに考えると

よいのだと思います。同じ単語や

表現に何度も出会って，そこでわ

からなくても，2 年生で気付いた

り，3 年生で急に書けるようにな

ることもあります。だから，学年

の終わりに最初からもう一度読ま

せて，もう少しハードルの高い Q

を与えるのもよいのかなと思いま

した。

根岸　そう考えるのは，リーディ

ングを「スキル」としてとらえてい

るからで，全部その場でわからな

いといけないと考えるのは，Read

に出てくる英語を「知識」としてと

らえているからだと思います。

谷口　先ほど和田先生もおっしゃ

いましたが，GET と USE Read

の扱いの違いを，教師がどれだけ

理解するかというところにつきる

と思います。やはり，これだけの

テキスト量があるので，「ここでで

きることは何か」ということを意識

することが大切だと思います。

根岸　和訳の話が出ましたが，髙

島先生が先ほどおっしゃった，ス

ラッシュリーディングについては

どうでしょうか。

髙島　これが果たしてこれまでの

訳読式とどれくらい違うのか，と

いうところはありますが…。この

やり方は，文構造や切れ目を意識

し，前から訳していくという感覚

を身につけさせるために取り入れ

ている先生方も多いと思います。

区切ったところでそのまま読んで

いけば，内容は理解できるので，

きれいな日本語にする必要はあり

ません。むしろ，きれいな日本語

をつくろうとすること自体難しい

と思います。チャンク→訳，チャ

ンク→訳と，リズミカルに文を訳

させていくので，停滞することも

ありません。変な日本語かもしれ

ませんが，前から訳していくこと

で全体像はつかめるのかなと思っ

ています。

根岸　スラッシュリーディングは，

直訳直解への橋渡しですよね。以

前に読んだリサーチによると，ス

ラッシュがあった状態で読ませる

のは下のレベルで，上のレベルの

生徒は自分でどこに入れるかを考

えながら読むように移行していく

のが大事だということでした。

　また，不必要に細かくスラッシュ

を入れると，逆に時間がかかって

しまうので，気をつける必要があ

ります。さらに，全部日本語にす

る必要はなく，わかりにくい部分

だけ日本語に直すと理解しやすく
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和田朋子
工学院大学准教授。専門は英語教育学（言

語テスト論）。ELEC 同友会英語教育学会，

日本言語テスト学会所属。著書に『はじめ

ての英語論文』（すばる舎）ほか。英語の授

業を通して「考える人間」を育てることに力

を入れている。興味のあることは，文法の

機能面を重視した文法指導。
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なるかもしれません。そうやって

いくと，ここから直接イメージが

わくようになるのだと思いますが，

練習量も必要です。

和田　私自身も授業でスラッシュ

リーディングをさせていますが，

チャンクがどういう意味だったか

を考えさせながら，3 回くらい読

ませたりします。その中で，“this 

is”といったら「これは」ではなく，

「何かを示している」ものだという

イメージをもってくれているとい

いなと思います。これだけのテキ

ストがあるので，何ができるかを

考えることが大事だと思います。

音声の扱い／音読について

福島　読むときに理解しやすいよ

うにと思って，本文を読む前に音

声を聞かせているのですが，どう

でしょうか。今はいろいろと試し

ながらやっているところです。

根岸　読みについての音声を聞か

せるか聞かせないか，また，音読

をさせるかさせないか，させると

すればタイミングはいつかという

問題がありますね。

福島　デジタル教科書だと，ピク

チャーカードと音声が一緒に流れ

るので，内容理解の助けにはなっ

ているかなと思っていたのですが，

初見で読んでいることにはならな

いですね。

根岸　最初に読ませて，その次に

音声を聞かせて「そういうことだっ

たのか」と思わせるといいかもしれ

ませんね。

福島　そうですね。そのあとに In-

Reading に進めば，生徒ももっ

と Q&A に答えられるかもしれま

せん。

谷口　音声を聞かせるかどうか，

というところは，テキストの難易

度とタスク内容，生徒の発達段階

が関係してくると思います。2 年

L5 は音声を聞かせたのですが，そ

れは Try で「スピーチの工夫」を問

うところがあったからです。他で

は聞かせないこともあります。

根岸　音読についてはどうでしょ

うか。音読はある程度授業の中で

定着しています。

福島　目的にもよるかもしれない

ですね。2 年 L5 などでスピーチを

させたい，ということであれば音

読もよいかもしれないですが，2

年 L7 の “Good Presentation”

は音読させなくてもよいかなと思

います。

谷口　どうしても読ませたいなら，

教師がサマリーを作るのはどうで

しょうか。押さえたい文が含まれ

ているものを GET の本文くらい

の量に作り替えるのも 1 つの方法

だと思います。また，ここはどう

しても音読させたいという表現が

含まれている文章を 5 行だけ読ま

せる，というようなこともしてい

ます。

和田　なぜここで音読をさせるの

か，教える側が目的を考えること

が必要です。何を教えたいのかを

常に戦略的に考えていかないと，

いろいろなテキスト素材を与えて

いても全部が無駄になってしまう。

音読がとても大事なレッスンもあ

れば，そうでないと思われるレッ

スンもあります。たとえば，すご

く気持ちの入ったレッスンであれ

ば，最後に気持ちをこめて読むと

いう活動をすることで，アクティ

ビティの総仕上げになります。

根岸　音読するかどうか，という

のは文化や宗教の違いもあるかも

しれません。声をそろえて教典を

唱えるような文化のあるアジア圏・

イスラム圏の方が，ヨーロッパに

比べてみんなでそろってやる意識

が強いように思います。リーディ

ングの考え方として，Reading 

for language と Reading for 

comprehension があって，前者

はテキストタイプに関係なく音読

などをする，後者はテキストタイ

プを意識するので，相応しくない

ものは音読しなくてもよいと考え

られます。

和田　声に出すことで，抑揚など

が響きとして頭の中に残るという

作用はあると思います。習慣的に

そういうトレーニングをしている

と，黙読しているときにもチャン

クの切れ目などがわかります。逆

にそれがないと，淡々と語を読む

だけになってしまいます。そうい

う意味では，どこかの時点で音読

することは大切なのだろうなと思

います。

髙島　私は授業計画に音読を入れ

ていたのですが，お話を聞いてい

て，はたして入れるべきなのか考

えてしまいました。たとえば，1

年 L7 の左ページ（京谷和幸選手の

紹介）は，他者紹介につなげるな

ら音読をする必要性はあるかもし

れない。もしつなげないのならば，

音読はせずに別の活動をした方が

よいですね。むやみに音読をすれ

ばいいわけではないと思いました。
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　 特 集  座談会
中学校における『読み』の授業とは

また，右ページの車椅子バスケッ

トボールのルール説明は，もし目

的がないのであればわざわざ時間

をかけて音読する意味はないかも

しれませんね。

福島　やはり教師が何につなげて

いくかというところが関係してき

ますね。

単語をどうするか／スローラーナーへの配慮

根岸　USE Read で出てくる単

語をどのように扱うか，という話

題が，先ほど実践を紹介していた

だいたときに出てきました。単語

をどのタイミングでどうやって学

習させるのかというのは課題の 1

つでもあります。

　単語については，中学校の段階

で，どこまで求めるかということ

を考える必要があります。たとえ

ば in conclusion のような，意味

さえわかればよい語句もあれば，

しっかり書けるよう求められる語

句 も あ る と 思 い ま す。NEW 

CROWN では，Words の欄で分

類して明示してはいるのですが，

先生によって指導は様々かと思い

ます。またこれはテスト作成にも

影響してくることかと思います。

福島　この段階で全部しっかり覚

えさせるのは教師も生徒も大変で

はないかと思います。太字の単語

を押さえられたらよいのではない

でしょうか。

谷口　読む技術と同じく，語彙を

どういうふうに定着させていくか

というのは重要だと思います。

放っておいてもダメだし，大量に

押しつけてしまってもダメ。どう

繰り返し仕組んでいくかとか，語

彙をどう指導していくかを考える

ことは大きな課題で，今までどお

りに考えていてはいけないと思い

ます。受容語彙と発表語彙に分け

るというのは 1 つのやり方だと思

います。 

根岸　単語の定着には何度も出て

くることが望ましいと思うのです

が，そういう単語ばかりではあり

ません。もし，一度しか出てこな

い場合などは，先生方はどのよう

に指導されていますか。

谷口　Read はテキストタイプに

よっては生徒のアウトプットのモ

デルになるので，そこで出てくる

単語は一番定着すると思います。

やはり生きた表現として，実際に

使って覚える方法は効果的だと思

います。

和田　私は，オーラルイントロダ

クション，インタラクションの中

で，教師がどれだけ繰り返し使う

ことや使わせることを意識できる

かということがポイントだと思い

ます。その意味で，高校の「英語

で英語を教える」指導にもつながり

ます。英語で英語を教える，とい

うのは，英語で難しいことを説明

するということではなく，学んだ

ことを普段に生かしていくという

こと，つまり，外国語として英語

を学んでいるハンディキャップを

これで払拭しようということなの

だと思います。常に使う，何度も

出す。教師の力量で，授業の中に

うまく投げ込んであげるとよいの

かなと思います。

谷口　確かに，どんなオーラルイ

ントロダクションにしようか考え

るときに「この単語・文法事項は

学習したから使えるな」などと考え

ることもあります。オーラルイン

トロダクションで既習事項を出し

たり，あえて途中で教師の発話を

止めて生徒に続きを言わせるなど

工夫することで，効果的なインプッ

トになると思います。

　単語といえば，英語が苦手な生

徒は，苦手な理由として「単語が

わからない」ということが一番多い

です。そういった生徒をカバーす

るためには，生徒がどこでつまず

いているかを教師が知ることが大

切だと思いますね。文字が読めな

いのか，単語がわからないのか，

ただやる気がないだけなのか。

根岸　全体的にとても先を急ぐと

いう傾向にありますね。本当は

もっとその段階のものをたっぷり

与えてあげなければいけないのに，

どんどんと先へ進むことで，落ち

こぼしてしまっていることがある

かもしれません。そういう意味で

も，繰り返し提示したり，前の学

年のものを読ませるということは

やってよいかもしれないですね。
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P R O F I L E

根岸雅史
東京外国語大学教授。専門は英語教育学・

言語テスト。現在，日本言語テスト学会・

英語運用能力評価協会・外国語教育学会の

理事，ARCLE 研究理事。著書に『コミュニ

カティブ・テスティングへの挑戦』（三省堂），

『テストの作り方』（研究社出版）ほか。「笑

いのある授業」に力を入れている。
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予習・復習をどうするか

髙島　予習は一切させていませ

ん。特に Readは，予習をさせた

ら意味がないのではないかと思い

ます。

福島　私も予習はさせません。そ

の時間で読んで理解することが大

事だからです。

和田　その分，復習をしてほしい

ですね。

福島　そうですね。USE Read

をもう一度読む機会にできるとい

いですよね。

根岸　復習させるとき，時間を計っ

て黙読を何度もさせるという方法

もあります。また何度か読んだあ

と，十円玉を本文の上にいくつか

置いて，単語を隠して読むという

方法もありますね。

和田　復習させるときのポイント

は，生徒が一人でやっても教師側

の意図している成果が得られるよ

うな課題を与えることです。ただ

「読みなさい」だけではなく，「どう

いうふうに読むのか」というところ

まで，ワークシートなどで指示を

与えておく必要があります。また，

Readのあとの活動が Readとつ

ながっているときには，その準備

をさせるような課題を与えるのも

よいと思います。

谷口　行間を読ませる問題とか，

Tryにあるような課題を与えるの

もよいですね。「筆者が一番言いた

いことを表す文を探してきなさい」

など，違った視点での問いを与え

ると，もう一度黙読をするし，読

解にもつながります。

根岸　家に帰って，もう一度読ま

せる仕掛けが必要，ということで

すね。

谷口　そうですね。また，クイズ

合戦をやるから，ということで，

Q&Aや本文の 3行を任意で選ば

せて，そのうちの 1語だけ変えた

クイズを作らせる，という課題も

あります。これなら，生徒が課題

を忘れても休み時間にできます。

（笑）

和田　大学の授業でも，「次の授

業で出欠をとるときに気になる文

を言ってもらいます」と言うと，生

徒はそれぞれの目線で文を選んで

くるので，生徒目線での復習にな

ります。ただ，出欠をとる時間は

かかってしまうのですが…。

谷口　中学校でも少人数授業であ

ればできると思いますよ。

リーディングの評価

根岸　USE Readのテストはど

うされていますか。

福島　1学期のテストには，Read

は出しませんでした。2学期は，

単語と文をいくつか抜いた要約文

を出して，答えを選択肢から選ばせ

ました。もちろん，in conclusion

のような語句や新出文法を書かせ

たりはしません。テスト前に，

USE Readの内容がわかってい

ればいい，ということも生徒に伝

えておきました。このような形式

にしたのは，授業中に生徒が本当

に内容を理解できていたのかがわ

かると思ったのと，テスト勉強で

Readをもう一度読ませたかった

からです。

谷口　私は段階によって違うもの

にしています。まず，最初の段階

の 例 と し て，2年 L5な ら ば，

firework artistを astronautに

するなど，キーワードだけをかえ

ます。ここがかわると文章全体の

内容は変わりますが，形式や構成

は同じになるようにします。次の

段階としては，テキストタイプは

同じで，中身を違うものにしてい

ます。たとえば 3年 L5 “Houses 

and Lives”は，エスキモーの家

について調べて文章を作り直しま

した。さらに，最終段階では，構

成もテキストタイプも全く違うも

のを出題します。L6のテストは人

物紹介，というつながりで，JFK

かマザー・テレサにしようかと思っ

ています。

　そういったテストをするので，

授業でレッスンに入るときには，

USE Readの形式についても生

徒に意識させるようにしています。

また，どれだけストラテジーを使っ

て読めるかということが重要だと

も思っているので，パラグラフの

キーセンテンスをテスティングポ

イントにすることもあります。で

きる生徒にはパラグラフの切れ目

を探させるような問題を出したり

もします。

根岸　平成 23年に国立教育政策

研究所から評価規準の作成につい

ての参考資料が出ています。これ

は新しい学習指導要領に対応して

いるのですが，その中には「教科

書とは別の同じような時間軸で構
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　 特 集  座談会
中学校における『読み』の授業とは

成された物語」「教科書とは異なる

物語を読むペーパーテストにおい

て」「教科書とは異なる文章および

その内容について感想を書く」…な

どと繰り返し出ています。これは，

これまで教科書で学習したことは

テストに出るということが当たり

前だったことから考えると，影響

の大きい話です。今までのテスト

では，何となく結果が出て，そこ

そこの点数がとれる仕組みになっ

ていたけれど，この考え方ではそ

うはいきません。

　この評価方法で考えなければい

けないのは，「教科書と異なる」文

章とはどういうものかということ

です。1，2 年生はある程度単語の

置き換えで済むのかもしれません

が，3 年生のキング牧師の文章は

単語だけを置き換えるわけにはい

きません。キング牧師のような文

章では，ジャンルを置き換えたり，

別の話にする必要があるかもしれ

ません。しかし，離れすぎると，

その教師の指導で読む能力が保証

できているのかを見ることが難し

くなります。

　また，新たなトピックだと未習

語が出てくるので，それをどうす

るかということもあります。

福島　この USE Read のテスト

を本当に読む力を測るのが目的の

テストにするのならば，谷口先生

のおっしゃるような，違う文章を

読むテストも必要だと思います。

谷口　本文の内容とテストの本文

をどれだけ離すかということには

注意が必要です。「じゃあ，授業を

聞かなくてもいい」になってしまっ

たら困るので，どこかでテストと

の接点をつくりながら，ストラテ

ジーを共有させるようにしていま

す。それは計画的に行わなければ

いけないことだと思います。

和田　評価がそういう形で行われ

ることが伝われば，「先生は最後か

ら 2 行目のこの文を訳してくれな

かった！」と言う生徒はいなくなる

はずです。訳すことではなく，読

めるようになることが大切なんだ

という理解にもつながりますね。

根岸　評価のためのパラレルなテ

キストを授業で大学生に考えさせ

ました。題材は 1年の Let’s Read 

2 の津波の話です。学生のうち，

数人が，「崖が崩れてくる音がして，

逃げろと言って何人も救った」とい

う話を作ってきました。しかし，

それでは読まなくても結果がだい

たいわかってしまいます。また，

た ま た ま 3 年 L7 の William 

Kamkwamba さんを題材にした

テストを作った学生がいたのです

が，それだと少し離れすぎていま

す。どのくらいか，というのはな

かなか難しいと思いました。

谷口　授業をしないでテストだけ

を作ろうとするのは難しいと思い

ます。授業をすると，ポイントが

明確になるので，テストを作るの

は比較的簡単です。

根岸　なるほど。そうすると，テ

ストで出題する文章をレッスンに

入る前につくっておけば，「自分の

授業で，はたして生徒たちがこの

文章を読めるようになるのか」と，

教師は常に自分への問いかけがで

きるかもしれませんね。

　今日は実際の授業例から，指導

のポイント，評価まで，多岐にわ

たるお話をお聞かせいただき，あ

りがとうございました。（2012 年

10 月）

～こぼれ話～～～～～～～～～～

谷口　テキストタイプによって，

読みやすさは変わります。難しい

ものは短くても時間がかかるし，

簡単なものは長くてもすぐ読める。

福島　そういう意味では 2 年の

L2 は戸惑いました。

根岸　ざっと読めば済む話ではな

く，ロジカルに読まないといけな

いテキストタイプですからね。ま

た「カレンダーになぞらえる」こと

が難しいとも聞きます。そういう

場合は，Pre-Reading の活動で，

たとえを使った説明の例を考えさ

せてもいいかもしれないですね。

「○○は東京ドーム何倍分」とか。

和田　犬の年齢を人の年齢と比較

する，などはどうでしょう？

福島　When we make a one-

year calendar of its history, 

.... この文が理解できればいいん

ですよね。
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